
                        

                        

   

八
王
子
明
神
町
の
子
安
神
社
に
社
宝
と

し
て
、
直
径
十
九
・
四
㎝
の
「
懸
仏
」
が

安
置
さ
れ
て
い
る
。
青
銅
製
で
あ
る
。 

 

こ
れ
は
、
子
安
大
明
神
の
御
正
体
と
し

て
、
天
文
二
十
二
年
（
一
五
五
三
）
十
一

月
、
願
主
の
清
栄
が
造
立
し
た
も
の
。「
新

編
武
藏
風
土
記
稿
」
に
よ
れ
ば
、
清
栄
は

子
安
神
社
別
当
の
福
傳
寺
の
過
去
帳
に
も

名
を
残
し
て
い
る
。 

 

右
・
武
州
多
西
郡
横
山
庄
之
内
子
安
大

明
神 

 

中
・
十
一
面
観
音 

 

左
・
天
文
廿
二
発
年
十
一
月
造
立
願
主

丑
権
大
僧
都
清
栄  敬

白 
 

と
刻
ま
れ
て
い
る
。 

八
王
子
市
指
定
有
形
文
化
財
。 

  

懸仏
かけぼとけ

（十一面観音像） 



1 
 

◇
散
歩
の
み
ど
こ
ろ 

 

Ｊ
Ｒ
中
央
線
八
王
子
駅
北
口
か
ら
元
横

山
公
園
ま
で
、
八
王
子
十
五
宿
の
子
安
・

新
町
・
横
山
宿
一
部
の
四
㎞
の
行
程
。 

 

旧
八
王
子
駅
跡
を
見
学
後
、
明
治
に
開

通
し
た
現
中
央
線
以
前
の
甲
武
鉄
道
跡
を

見
学
。
北
へ
暫
く
歩
き
、
祝
事
、
行
事
で

有
名
な
子
安
神
社
へ
。
さ
ら
に
、
廃
物
毀

釈
さ
れ
た
仏
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
福
傳

寺
へ
。
戻
っ
て
、
旧
京
王
線
の
東
八
王
子

駅
を
通
り
、
甲
州
街
道
に
出
て
都
立
南
多

摩
中
等
教
育
学
校
に
着
く
。
街
道
を
西
へ

と
歩
き
、
酉
の
市
で
賑
わ
う
市
守
・
大
鳥

神
社
を
参
拝
後
、
旧
甲
州
街
道
を
北
へ
と

歩
き
、
閻
魔
様
が
安
置
さ
れ
て
い
る
十
王

堂
へ
。
こ
こ
か
ら
右
に
折
れ
る
と
、
力
士

や
星
布
、
生
姜
祭
り
で
有
名
な
永
福
稲
荷

神
社
、
竹
の
鼻
一
里
塚
跡
へ
と
続
く
。
さ

ら
に
浅
川
の
堤
防
を
歩
き
、
浅
川
に
架
か

る
戦
跡
の
大
和
田
橋
を
渡
る
。
八
王
子
ホ

テ
ル
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
を
見
て
、
北
側
の

堤
防
を
西
へ
歩
く
。
刑
場
跡
、
そ
し
て
水

道
管
橋
を
見
な
が
ら
元
横
山
公
園
で
解
散
。 

【
八
王
子
十
五
宿
】 

江
戸
期
の
甲
州
街
道
の
宿
名
「
新
町
・

横
山
宿
・
本
宿
・
八
日
市
宿
・
寺
町
・
八

幡
宿
・
八
木
宿
・
大
横
町
・
本
郷
宿
・
久

保
宿
（
現
日
吉
町
付
近
）・
嶋
之
坊
宿
（
現

日
吉
町
付
近
）・
小
門
宿
・
上
野
原
宿
・
馬

乗
宿
（
現
南
町
付
近
）・
子
安
宿
」
の
総
称
。 

多
摩
郡
由
木
領
の
う
ち
、
八
王
子
城
落

城
後
、
城
下
に
あ
っ
た
横
山
・
八
日
市
・

八
幡
の
三
宿
を
移
設
、
の
ち
八
木
宿
を
加

え
さ
ら
に
甲
州
街
道
整
備
に
と
も
な
い
十

五
宿
と
な
っ
た
。
当
初
は
八
王
子
総
奉
行

大
久
保
石
見
守
長
安
の
居
館
が
構
え
ら
れ
、

江
戸
の
直
轄
領
と
し
て
元
禄
期
（
一
六
八

八
～
一
七
〇
四
）
ま
で
奉
行
支
配
、
そ
れ

以
降
江
戸
末
期
ま
で
の
代
官
支
配
と
な
っ

た
。
慶
安
年
間
（
一
六
四
八
～
一
六
五
二
）

に
は
甲
州
街
道
の
宿
駅
と
し
て
指
定
さ
れ
、

し
だ
い
に
八
王
子
の
名
を
冠
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。 

本
宿
は
横
山
・
八
日
市
の
両
宿
で
、
他

は
加
宿
ま
た
は
脇
宿
と
呼
ば
れ
た
。
甲
州

街
道
に
お
い
て
甲
府
と
並
ぶ
大
き
な
町
で
、

宿
場
町
と
し
て
だ
け
で
な
く
在
郷
町
と
し

て
も
発
展
し
、
明
治
初
期
の
変
遷
を
へ
て

明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
八
王
子
町

と
な
っ
た
。 

                   

横山十五宿絵図 （八王子郷土資料館） 
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①
Ｊ
Ｒ
中
央
線
八
王
子
駅 旭

町 
 

現
在
、
八
王
子
市
の
表
玄
関
と
し
て
、

Ｊ
Ｒ
中
央
線
・
横
浜
線
・
八
高
線
の
三
線
、

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
駅
ビ
ル
を
擁
し
、
東

京
西
部
、
多
摩
の
主
要
交
通
や
商
業
機
能

の
要
と
な
っ
て
い
る
。 

 
 

 
 

明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
八
月
、

甲
武
鉄
道
が
明
神
町
に
開
業
。
明
治
三
十

四
年
（
一
九
○
一
）
八
月
、
八
王
子
～
上

野
原
間
が
開
通
し
た
。
こ
の
間
、
最
近
ま

で
あ
っ
た
多
摩
相
互
病
院
の
場
所
に
駅
舎

が
あ
っ
た
。
明
治
三
十
九
年
国
有
化
。
次

い
で
、
明
治
四
十
一
年
、
横
浜
鉄
道
が
八

王
子
～
東
神
奈
川
間
を
開
通
さ
せ
、
大
正

六
年
国
有
化
。
昭
和
五
年
（
一
九
三
○
）

中
央
線
浅
川
駅
（
現
高
尾
駅
）
ま
で
、
電

化
さ
れ
、
翌
年
、
八
高
線
の
八
王
子
～
東

飯
能
間
が
開
通
し
た
。 

 

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
八
月
、
太

平
洋
戦
争
の
戦
禍
に
よ
り
駅
舎
を
焼
失
。

戦
後
二
十
四
年
、
南
口
を
開
設
、
翌
年
四

月
、
現
在
地
に
移
転
し
た
。
そ
の
後
、
オ

イ
ル
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
営
業
、
駅
ビ
ル
建
設
、

南
北
通
路
の
開
通
な
ど
発
展
し
続
け
て
い

る
。 

 

昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
）
、
国
鉄
か

ら
東
日
本
鉄
道
㈱
に
移
行
。
Ｊ
Ｒ
八
王
子

駅
と
し
て
再
発
足
、
平
成
元
年
に
八
王
子

駅
百
年
を
迎
え
た
。 

                 

                        

甲武鉄道 13 号蒸気機関車 
（八王子郷土資料館） 

八王子停車場構内 明治 43 年 
（八王子郷土資料館） 

旧八王子駅北口前 
現在は駐車場になっている
旧 JR 八王子駅のあった場所 
（今より約 50m 西、） 



3 
 

②
甲
武
鉄
道
跡 

 

明
治
二
十
二
年
八
月
十
一
日
、
新
宿
～

八
王
子
間
開
通
。
当
初
、
新
宿
～
調
布
～

府
中
と
甲
州
街
道
沿
い
に
計
画
さ
れ
た
が
、

宿
場
の
衰
退
や
桑
の
木
の
生
育
に
影
響
す

る
と
し
て
反
対
運
動
が
起
こ
り
、
現
在
の

中
央
線
の
路
線
で
建
設
が
行
わ
れ
た
。 

 

当
初
新
宿
～
立
川
間
二
十
七
．
二
㎞
が

明
治
二
十
二
年
四
月
一
日
開
通
。
次
い
で

八
月
立
川
～
八
王
子
間
が
開
通
し
た
。
こ

の
時
、
新
宿
～
八
王
子
間
は
一
時
間
三
十

分
か
か
っ
た
。
機
関
車
は
英
国
製
の
Ｉ
Ｂ

Ｉ
タ
ン
ク
の
機
関
車
を
使
用
し
た
。 

 

当
時
の
甲
武
鉄
道
の
駅
は
、
明
神
町
三

丁
目
の
旧
東
京
都
繊
維
試
験
場
敷
地
内
に

あ
っ
た
。
東
京
府
立
織
染
学
校
跡
が
残
っ

て
い
る
。
こ
の
学
校
は
、
後
の
都
立
八
王

子
工
業
高
校
、
現
都
立
八
王
子
桑
志
高
校

の
前
身
で
あ
る
。 

    

                        

                        
地図「八王子」二万五千分之一 

大正 14 年発行 
（八王子郷土資料館） 

八王子停車場の図 明治 22 年 
（八王子郷土資料館） 

甲武鉄道 
ロゴ 

東京府立織染学校之跡 
平成 21 年撮影 

（八王子郷土資料館） 

甲武鉄道建設時の煉瓦暗渠 
平成 16 年撮影 

（八王子郷土資料館） 



4 
 

            

③
子
安
神
社 明

神
町
四
❘
十
❘
三 

祭
神 

木
花
開
耶
姫
命 

相
殿 

天
照
大
御
神
・
素
盞
鳴
尊 

 

大
山
咋
命
・
奇
稲
田
姫
命 

摂
社 

金
毘
羅
神
社
（
大
物
主
命
） 

末
社 

厳
島
神
社
・
稲
荷
神
社
・
白
山
神 

 
 

社
・
御
嶽
神
社
・
祖
霊
社
・
葦
船
社
・ 

 
 

 

石
神
社
・
第
六
天
社
・
水
神
社 

社
宝 

天
文
二
十
二
年
寄
進
の
懸
仏
十 

一
面
観
音
像
） 

開
創 

天
平
宝
字
三
年
（
七
五
九
） 

例
祭 

九
月
二
十
三
日 

 

子
安
神
社
の
由
緒
は
、
八
王
子
市
最
古

の
歴
史
を
持
ち
、
千
二
百
余
年
前
の
奈
良

時
代
、
天
平
宝
字
三
年
（
七
五
九
）
橘
右

京
少
輔
が
勅
命
に
よ
り
皇
后
の
安
産
祈
願

の
た
め
創
建
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

以
後
、
安
産
の
神
と
し
て
近
郷
の
崇
高
は

も
と
よ
り
古
来
武
将
の
尊
崇
を
拝
し
て
い

た
。
平
安
時
代
、
八
幡
太
郎
義
家
が
奥
州

下
向
の
み
ぎ
り
、
戦
勝
祈
願
し
て
欅
十
八

本
を
奉
納
。
こ
れ
を
舟
形
に
植
樹
し
た
事

に
よ
り
、
以
後
こ
の
森
は
船
森
と
い
わ
れ

て
い
る
。
そ
の
後
、
鎌
倉
時
代
末
期
に
は

楠
正
成
の
居
城
で
、
難
攻
不
落
と
さ
れ
た

赤
坂
城
合
戦
の
折
、
勇
士
と
し
て
太
平
記

の
美
文
に
綴
ら
れ
た
人
見
四
郎
入
道
光
行

寄
進
の
神
櫃
（
し
ん
ぎ
）
が
あ
る
。 

 
 

近
世
で
は
、
徳
川
三
代
将
軍
家
光
以
後

代
々
の
将
軍
家
よ
り
朱
印
を
受
け
た
事
に

よ
り
、
三
つ
葉
葵
を
神
社
の
紋
と
し
て
い

る
。
明
治
五
年
に
は
、
政
府
よ
り
村
社
に
、

昭
和
十
八
年
に
は
郷
社
に
昇
格
し
た
。
古

来
、
八
王
子
が
多
西
郡
と
呼
ば
れ
た
多
摩

川
の
西
側
の
総
鎮
守
と
し
て
崇
敬
を
あ
つ

め
て
い
る
。
境
内
に
は
結
婚
式
場
葵
記
念

館
を
併
設
。 

                     

東京都立繊維工業試験場 

鳥 居 
本 殿 
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●
木
花
開
耶
姫
命 

 

天
尊
。
瓊
瓊
杵
尊
の
妃
神
、
木
花
開
耶

姫
命
は
、
燃
え
盛
る
産
屋
の
中
で
無
事
御

子
彦
火
々
出
見
尊
を
産
ん
だ
神
話
か
ら
、

古
来
安
産
の
神
と
し
て
信
仰
篤
く
、
結
婚

の
神
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。
今
で
も

安
産
祈
願
の
た
め
、
岩
田
帯
（
斎
肌
帯
）

や
底
抜
け
の
柄
杓
を
領
布
。
育
児
祈
願
と

し
て
、
例
祭
日
に
は
、
赤
ん
坊
の
泣
き
相

撲
が
行
わ
れ
る
。 

 

                       

●
懸
仏
（
十
一
面
観
音
像
） 

 

八
王
子
市
に
は
、
中
世
の
懸
仏
二
面
が

伝
存
し
、
市
の
指
定
有
形
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
。 

 

懸
仏
は
、
鏡
を
表
す
円
形
の
板
に
立
体

的
な
仏
像
や
神
像
を
取
り
付
け
た
も
の
で
、

上
部
に
吊
環
を
も
う
け
て
い
る
。
鏡
は
古

来
よ
り
神
器
と
さ
れ
て
い
た
。
平
安
時
代

末
よ
り
、
神
仏
習
合
の
思
想
や
本
地
垂
迹

説
に
よ
り
、
ご
神
体
で
あ
る
鏡
に
仏
像
を

現
し
、
ご
正
体
と
し
て
奉
納
さ
れ
礼
拝
対

象
と
な
っ
た
も
の
が
懸
仏
で
あ
る
。
銅
板

製
、
鋳
銅
製
、
鋳
鉄
製
の
ほ
か
木
製
の
も

の
が
あ
る
。 

         

懸仏（十一面観音像） 

本 殿 内 

成 就 前 
底抜けの柄杓 

成 就 後 
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●
金
刀
比
羅
神
社 

 

八
王
子
横
山
宿
に
住
ん
で
い
た
家
の
号

を
紀
伊
の
字
屋
杢
代
安
太
郎
が
、
寛
政
九

年
（
一
七
九
七
）
の
春
、
四
国
讃
岐
の
金

刀
比
羅
宮
の
大
神
の
分
霊
を
受
け
、
我
家

の
蔵
に
奉
斎
し
た
が
、
そ
の
後
、
不
思
議

な
こ
と
に
霊
験
が
あ
ら
わ
れ
た
。
主
は
我

家
に
祀
る
こ
と
を
恐
れ
、
神
卜
（
神
に
占

う
）
し
、
子
安
神
社
境
内
に
遷
座
し
た
と

こ
ろ
、
家
運
が
開
け
た
と
い
う
。 

 

金
刀
比
羅
神
社
の
御
神
は
、
古
来
よ
り
、

商
売
繁
盛
、
開
運
厄
除
け
、
ま
た
、
交
通

安
全
の
神
と
し
て
敬
わ
れ
て
い
る
。 

 

ま
た
、
子
安
神
社
本
殿
は
、
明
治
の
八

王
子
大
火
、
大
東
亜
戦
争
に
も
焼
失
を
免

れ
て
お
り
、
火
難
災
難
除
け
と
し
て
霊
験 

あ
ら
た
か
と
さ
れ
て
い
る
。 

                     

                        

葦船神社内部 
葦船神社 

金 毘 羅
 

厳島神社 

天文二十二年（1553）銘
の懸仏 

 

神 水 殿 
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【
子
安
宿
】 

 

江
戸
期
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
の

宿
名
、
八
王
子
十
五
宿
の
一
つ
。
横
山
宿

の
南
、
子
安
村
の
地
内
に
あ
っ
た
。
本
宿

の
横
山
・
八
日
市
両
宿
の
加
宿
、
明
治
十

五
年
（
一
八
八
二
）
八
王
子
子
安
町
と
な

る
。 

●
子
安
村 

江
戸
期
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
の
村
の

名
、
多
摩
郡
由
井
領
の
う
ち
、
村
名
は
鎮

守
子
安
明
神
社
に
よ
る
。
高
札
場
は
小
名

本
村
に
あ
っ
た
、
宝
も
く
寺
塚
は
昔
の
寺

院
跡
と
伝
え
、
八
王
子
か
ら
片
倉
村
へ
通

じ
る
道
の
脇
に
鉦
打
塚
が
あ
っ
た
。
明
治

十
五
年
（
一
八
八
二
）
八
王
子
市
子
安
町

と
な
る
。 

 

●
子
安
町 

明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
か
ら
大
正

六
年
（
一
九
一
七
）
ま
で
あ
っ
た
町
の
名
。

町
村
分
合
に
よ
る
八
王
子
の
成
立
に
と
も

な
い
、
も
と
子
安
宿
が
八
王
子
子
安
町
と

な
り
、
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
明

神
町
と
な
る
。 

大
正
元
年
（
一
九
一
二
）
十
月
一
日
町

名
改
正
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
の
元
子
安
町

を
改
称
し
て
で
き
た
町
。
江
戸
期
の
子
安

村
、
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
の
市
政
施

行
を
へ
て
現
在
の
子
安
町
一
～
四
丁
目
と

な
り
、
の
ち
一
部
の
京
王
線
以
東
の
地
域

が
北
野
町
に
編
入
さ
れ
た
。 

 

●
子
安
町
一
～
四
丁
目 

市
の
東
部
、
Ｊ
Ｒ
中
央
線
八
王
子
駅
の

南
か
ら
子
安
丘
陵
に
か
け
て
位
置
す
る
。

昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
）
そ
れ
ま
で

の
子
安
町
に
住
居
表
示
を
実
施
し
て
成
立
。

北
は
Ｊ
Ｒ
中
央
線
、
東
は
京
王
線
、
西
南

は
国
道
十
六
号
線
で
限
ら
れ
、
北
部
を
山

田
川
が
東
流
、
東
部
か
ら
野
猿
街
道
が
入

る
。
中
心
市
街
地
の
南
部
に
隣
接
し
て
広

が
る
住
宅
地
。 

一
丁
目
は
Ｊ
Ｒ
八
王
子
駅
の
南
口
駅
前

に
あ
た
り
、
商
店
、
金
融
機
関
が
立
地
。

清
流
寺
が
あ
り
、
農
業
改
良
普
及
所
、
食

肉
処
理
場
あ
っ
た
。 

二
丁
目
に
子
安
市
民
セ
ン
タ
ー
、
第
六

小
学
校
、
第
三
中
学
校
、
六
本
杉
公
園
、

市
営
子
安
住
宅
、
子
安
南
郵
便
局
。 

三
丁
目
に
八
王
子
医
療
刑
務
所
、
東
電

片
倉
変
電
所
。 

四
丁
目
に
八
王
子
税
務
署
、
子
安
公
園
、

子
安
郵
便
局
、
興
林
寺
が
あ
る
。 

木花開耶姫像 

末社の神々 
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●
旭
町 

 

Ｊ
Ｒ
八
王
子
駅
と
そ
の
北
口
周
辺
の
小

地
域
で
、
市
の
中
心
に
位
置
す
る
町
。
大

正
元
年
（
一
九
一
二
）
十
月
一
日
、
町
名

改
正
で
成
立
。
大
正
六
年
八
王
子
市
制
の

施
行
後
も
町
域
は
変
わ
ら
ず
、
昭
和
四
十

年
住
居
表
示
の
実
施
を
経
て
現
在
に
至
っ

て
い
る
。
子
安
宿
の
一
部
で
あ
る
。 

 

●
明
神
町 

 

大
正
元
年
（
一
九
一
二
）
十
月
一
日
、

町
名
改
正
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
の
子
安
町

を
改
称
し
て
成
立
。
江
戸
期
の
八
王
子
横

山
十
五
宿
の
う
ち
の
子
安
宿
の
大
部
分
を

し
め
て
い
た
町
名
は
子
安
大
明
神
が
由
来

と
さ
れ
る
。 

大
正
六
年
八
王
子
市
制
の
施
行
を
経
て
、

昭
和
四
十
四
年
か
ら
四
十
九
年
に
か
け
て

住
居
表
示
を
実
施
。
現
行
の
明
神
町
一
～

四
丁
目
、
大
和
田
町
三
丁
目
の
一
部
に
な

っ
た
。
後
、
八
高
線
南
部
に
残
さ
れ
て
い

た
細
長
い
地
域
が
北
野
町
に
編
入
さ
れ
た
。 

●
子
安
橋 

 

今
の
、
と
ち
の
木
通
り
旧
道
、
山
田
川

に
架
か
る
橋
。
子
安
町
に
あ
り
、
昭
和
五

年
（
一
九
三
〇
）
架
設
。 

 

●
元
子
安
橋 

 

Ｊ
Ｒ
横
浜
線
高
架
橋
脇
の
山
田
川
下
流

に
架
か
る
橋
。
子
安
町
に
あ
る
。
昭
和
五

十
三
年
（
一
九
七
八
）
完
成
。 

 
 

 
 

 
 

 
             

●
子
安
公
園
通
り 

子
安
橋
の
脇
、
子
安
公
園
の
南
側
に
走

る
通
り
の
名
。
東
は
野
猿
街
道
か
ら
西
は

国
道
十
六
号
線
ま
で
の
区
間
を
呼
ぶ
。 

           

●
子
安
坂 

子
安
町
に
あ
る
坂
、
Ｊ
Ｒ
八
王
子
駅
南

口
か
ら
南
へ
向
か
う
街
路
に
あ
り
、
最
高

地
点
は
高
さ
一
三
八
・
八
ｍ
、
バ
ス
停
子

安
坂
上
が
あ
る
。
旧
道
は
同
町
四
丁
目
に

あ
る
興
林
寺
の
門
前
を
通
り
八
王
子
医
療

刑
務
所
の
東
側
を
登
っ
て
い
た
。 

子安公園 

山
田
川
に
架
か
る
子
安
橋 
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●
子
安
丘
陵 

湯
殿
川
水
源
近
く
の
三
四
二
・
七
ｍ
の

小
峰
を
起
点
と
し
て
湯
殿
川
左
岸
に
横
た

わ
り
、
子
安
町
ま
で
達
す
る
丘
陵
。
多
摩

川
丘
陵
の
一
支
脈
で
、
湯
殿
川
と
南
浅
川

の
分
水
稜
を
な
す
山
田
川
に
よ
っ
て
二
脈

に
分
か
れ
、
北
側
の
そ
れ
を
散
田
丘
陵
と

よ
ぶ
、
中
央
部
に
め
じ
ろ
台
住
宅
が
で
き
、

そ
の
南
に
は
椚
田
遺
跡
群
が
あ
る
。 

 

●
子
安
学
舎 

子
安
村
、
第
三
十
七
番
子
安
学
舎
と
称

し
、
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
創
立
、
廃

校
年
代
は
不
詳
。 

 

●
子
安
三
丁
目
遺
跡 

子
安
町
三
丁
目
、
縄
文
遺
跡
時
代
早
～

中
期
・
平
安
時
代
、
南
浅
川
・
山
田
川
右

岸
の
段
丘
上
に
立
地
し
、
狭
小
な
面
積
の

調
査
に
も
か
か
わ
ら
ず
縄
文
時
代
の
中
期

の
住
居
跡
が
密
集
し
て
検
出
さ
れ
た
、
周

辺
に
は
大
規
模
な
集
落
が
存
在
し
た
こ
と

が
想
定
さ
れ
る
。「
子
安
三
丁
目
遺
跡
（
集

合
住
宅
マ
ド
レ
ー
ヌ
地
区
）
発
掘
調
査
報

告
書 

一
九
八
六
刊
」 

 
                   

④
安
榮
山
明
王
院

福
傳
寺 

明
神
町 

宗
派 

真
言
宗 

智
山
派 

本
尊 

不
動
明
王 

寺
宝 

十
一
面
観
音
坐
像 

 
 

 

釈
迦
三
尊
掛
軸 

 
 

 

釈
迦
涅
槃
像
掛
軸 

開
山 

賢
栄
上
人
と
伝
え
ら
れ
る 

開
創 

天
文
元
年
（
一
五
三
二
）
以
前 

多
摩
四
国
八
十
八
所
霊
場
七
十
七
所
・

武
相
観
音
第
十
五
番
札
所
。
江
戸
期
に
は

子
安
明
神
の
別
当
。
古
本
堂
は
明
治
初
期

に
倒
壊
。
境
内
西
方
に
あ
っ
た
元
禄
十
四

年
（
一
七
〇
一
）
建
立
の
観
音
堂
を
使
用

し
て
い
た
が
、
明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）

清
水
寺
を
合
併
、
現
在
地
に
移
転
し
た
（
旧

寺
地
は
子
安
町
）
。
太
平
洋
戦
争
の
際
本
堂

が
大
和
田
東
光
寺
の
本
堂
に
転
用
さ
れ
た
。 

の
ち
本
堂
は
明
治
二
十
年
に
清
水
寺
の
観

音
堂
を
使
用
し
て
再
建
さ
れ
、
近
年
再
び

修
復
さ
れ
た
。
こ
の
観
音
堂
の
十
一
面
観

音
は
子
安
観
音
と
い
わ
れ
、
安
産
・
子
育

の
観
音
と
し
て
信
仰
を
あ
つ
め
る
。 

参
考 

中
野
山
王
子
安
神
社 

 

祭
神 

木
花
開
耶
姫
命 

例
祭 

八
月
第
三
日
曜
日 

 

創
建 

不
詳 

一
説
に
は
北
条
氏
照
が
子
孫
繁
栄

の
た
め
創
建
し
た
と
も
伝
え
ら
れ

て
い
る
。
旧
村
社
。
境
内
の
神
泉
は

安
産
子
育
の
霊
水
と
し
て
崇
敬
さ

れ
て
い
る
。
現
在
の
社
殿
は
昭
和
三

十
三
年
（
一
九
五
八
）
に
再
建
、
商

業
の
祖
神
を
相
殿
に
奉
斎
、
境
内
社

の
久
須
志
神
社
は
医
薬
の
神
様
と

し
て
知
ら
れ
て
い
る
。 
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●
廃
仏
毀
釈 

本
堂
の
脇
に
あ
る
観
音
堂
に
は
、
十
一

面
観
音
坐
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

観
音
坐
像
に
は
、
両
腕
や
十
一
面
も
な
い
。

他
の
仏
像
に
も
片
腕
が
な
か
っ
た
り
、
顔

に
大
き
く
傷
が
つ
い
て
い
る
。 

住
職
は
「
こ
こ
に
あ
る
傷
付
い
た
仏
像

は
み
ん
な
廃
仏
毀
釈
、
神
仏
分
離
（
神
仏

判
然
令
）
に
よ
っ
て
投
げ
捨
て
ら
れ
、
埋

め
ら
れ
た
り
し
た
の
を
掘
り
起
こ
し
、
拾

い
上
げ
安
置
し
て
い
ま
す
。
こ
の
外
に
も

沢
山
の
貴
重
な
文
化
財
が
焼
か
れ
て
い
ま

す
」
と
話
さ
れ
て
い
た
。 

こ
の
宗
教
政
策
は
維
新
直
後
の
明
治
政
府

が
推
し
進
め
た
も
の
で
、
慶
応
四
年
（
一

八
六
八
）
三
月
、
神
仏
分
離
令
な
ど
神
道

国
強
化
を
め
ざ
し
て
行
わ
れ
た
。
こ
の
一

連
の
政
策
に
よ
り
神
仏
習
合
を
否
定
し
、

神
道
を
仏
教
か
ら
独
立
さ
せ
た
こ
と
で
あ
る
。

神
道
家
な
ど
を
中
心
に
各
地
で
寺
院
・
仏

像
の
破
壊
や
僧
侶
の
還
俗
強
制
な
ど
が
起

き
た
。
因
み
に
興
福
寺
の
塔
は
二
十
五
円

で
売
り
出
さ
れ
る
な
ど
、
こ
の
分
離
令
に

よ
り
貴
重
な
文
化
財
が
多
く
失
わ
れ
た
。 

                      

安榮山 明王院 福電寺 福電寺堂内 

六面体地蔵 傷ついた仏像 
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●
新
井
玉
蔵
の
墓 

福
傳
寺
境
内
の
本
堂
手
前
右
に
三
ｍ
程

の
赤
い
煉
瓦
の
墓
が
あ
る
。
長
沼
で
煉
瓦

工
場
を
経
営
し
て
い
た
新
井
玉
蔵
の
墓
。 

煉
瓦
工
場
は
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）

四
月
十
五
日
八
王
子
煉
瓦
製
造
会
社
と
し

て
創
業
を
開
始
し
た
。
煉
瓦
製
造
の
主
な

目
的
は
、
八
王
子
か
ら
甲
府
ま
で
鉄
道
工

事
に
使
用
す
る
た
め
だ
っ
た
と
い
う
。
中

央
線
上
下
の
ト
ン
ネ
ル
工
事
に
は
八
王
子

産
煉
瓦
が
大
量
に
使
わ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ

う
。
現
在
、
長
沼
町
根
来
家
の
レ
ン
ガ
塀
、

両
界
橋
手
前
に
あ
る
Ｊ
Ｒ
の
レ
ン
ガ
隧
道

な
ど
が
昔
の
面
影
を
残
し
て
い
る
。 

        

●
栃
健
の
碑
と
墓 

福
傳
寺
境
内
の
本
堂
手
前
右
に
大
き
な

秩
父
石
の
碑
が
あ
る
。 

 

右
に
「
常
住
院
宝
泉
繁
能
居
士
」 

 

左
に
「
常
喜
院
宝
室
妙
栄
大
姉
」 

と
刻
ま
れ
て
い
る
。
裏
側
に
も
、
栃
木
健

次
郎
の
名
と
土
岐
ミ
ネ
の
名
が
あ
る
。 

彼
は
小
仏
辺
り
の
交
通
を
縄
張
り
に
し

て
お
り
、
一
時
八
王
子
の
御
殿
峠
に
も
住

ん
で
い
た
と
い
う
。 

ち
な
み
に
浅
川
の
落
合
に
は
関
東
無
宿

綱
五
郎
。
小
金
井
に
は
小
金
井
小
次
郎
な

ど
、
幕
末
前
後
か
ら
甲
州
街
道
の
宿
場
に

は
、
親
分
と
呼
ば
れ
る
任
侠
者
が
幅
を
き

か
せ
て
い
た
。 

        

●
詩
人
・
三
好
豊
一
郎
の
墓 

 

大
正
九
年
（
一
九
二
○
）
八
月
二
十
五

日
横
山
町
に
生
ま
れ
、
十
七
歳
の
頃
よ
り

現
代
詩
を
書
き
始
め
た
。
府
中
二
商
、
早

稲
田
大
学
専
門
部
を
卒
業
。
詩
人
の
田
村

隆
一
、
鮎
川
信
夫
ら
と
交
わ
り
を
持
つ
。 

昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
詩
集
「
囚

人
」
を
、
昭
和
三
十
八
年
に
は
「
小
さ
な

証
」
を
現
し
た
。「
夏
の
淵
」
で
、
第
十
四

回
高
見
順
賞
を
受
賞
し
た
。
平
成
元
年
に

「
寒
蝉
集
」
を
出
版
。
平
成
四
年
十
二
月
、

七
十
二
歳
で
没
。
福
傳
寺
に
眠
っ
て
い
る
。 

           

新井玉蔵の墓 

三好禮一郎 

栃健の碑と墓 
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⑤
京
王
東
八
王
子
駅 

か
つ
て
明
神
町
に
あ
っ
た
京
王
八
王
子

駅
の
前
身
。
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）

三
月
二
十
四
日
玉
南
鉄
道
（
玉
南
電
車
）

開
通
に
伴
い
東
八
王
子
駅
～
府
中
間
の
始

発
駅
と
し
て
甲
州
街
道
に
面
し
た
場
所

（
現
、
西
東
京
ビ
ル
）
に
開
設
さ
れ
た
。 

翌
年
十
二
月
四
日
玉
南
鉄
道
は
京
王
電

気
軌
道
㈱
に
合
併
さ
れ
、
新
宿
ま
で
直
通

の
始
発
駅
と
な
っ
た
。
戦
後
、
昭
和
二
十

三
年
（
一
九
四
八
）
六
月
一
日
京
王
帝
都

電
鉄
㈱
に
移
行
。
昭
和
三
十
八
年
十
二
月

十
一
日
現
在
の
京
王
八
王
子
駅
へ
の
移
転

と
伴
に
京
王
八
王
子
駅
と
改
称
し
東
八
王

子
駅
の
駅
名
は
消
え
た
。 

ま
た
、
京
王
線
は
旧
御
稜
線
の
一
部
を

延
長
さ
せ
、
北
野
～
高
尾
山
口
駅
八
・
六

八
㎞
を
新
線
と
し
て
昭
和
四
十
二
年
十
月

開
通
さ
せ
た
。 

近
頃
で
は
、
通
勤
利
用
客
も
増
え
、
特

に
高
尾
山
な
ど
へ
行
く
行
楽
客
も
倍
増
し

て
い
る
。 

 

                        

玉南電車八王子駅（大正 14 年） 旧八王子駅に建つビル 

三好豊一郎の墓 書 斎 
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⑥
南
多
摩
高
等
学
校 明

神
町
四
丁
目 

第
七
学
区
（
第
七
十
一
グ
ル
ー
プ
）
、
普

通
科
。
前
身
は
横
川
楳
子
（
う
め
こ
）
女

史
に
よ
り
創
立
さ
れ
た
八
王
子
女
学
校
を

受
け
て
、
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）

五
月
一
日
、
府
立
第
四
高
等
女
学
校
と
し

て
創
立
さ
れ
た
。 

明
治
四
十
四
年
二
月
本
科
就
業
年
限
を

四
ヵ
年
と
し
、
技
芸
専
修
科
を
廃
止
、
三

ヵ
年
の
実
科
を
新
設
。
昭
和
三
年
（
一
九

二
八
）
実
科
を
廃
止
、
本
科
に
統
一
し
た
。 

昭
和
十
二
年
に
補
習
科
を
新
設
、
更
に

昭
和
十
八
年
就
業
年
限
が
四
ヵ
年
と
な
り
、

併
せ
て
補
習
科
を
廃
止
、
専
攻
科
を
新
設

し
た
。 

昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
都
立
第
四

高
等
女
学
校
と
改
称
、
昭
和
二
十
年
八
月

太
平
洋
戦
争
の
た
め
全
焼
。
同
九
月
に
は

第
六
・
第
八
・
日
野
七
生
潤
徳
の
各
国
民

学
校
と
大
善
寺
に
分
割
し
て
授
業
を
開
始

し
た
。 

翌
二
十
一
年
三
月
に
は
、
昭
和
天
皇
の

三
多
摩
視
察
の
お
り
、
臨
校
、
同
年
四
月

定
時
制
を
新
設
。
昭
和
二
十
三
年
四
月
東

京
都
立
第
四
女
子
新
制
教
育
高
等
学
校
と

改
称
、
新
制
中
学
校
を
併
設
し
た
。 

昭
和
二
十
四
年
男
女
共
学
、
更
に
二
十

五
年
一
月
都
立
南
多
摩
高
等
学
校
と
改
称

し
て
い
る
。
昭
和
五
十
六
年
公
開
講
座
を

実
施
、
同
六
十
年
帰
国
子
女
校
と
し
て
の

コ
ー
ス
を
新
設
し
た
。
現
在
は
南
多
摩
中

等
教
育
学
校
と
な
り
、
平
成
二
十
六
年
に

高
校
は
廃
止
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。 

             

●
横
川
楳
子 

嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
か
ら
大
正
十

五
年
（
一
九
二
六
）
一
月
三
日
。
女
子
教

育
の
先
覚
者
。
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）

三
月
、
東
京
女
子
師
範
学
校
付
属
幼
稚
園

に
保
母
見
習
と
し
て
勤
め
、
同
年
十
二
月

付
属
幼
稚
園
保
育
法
を
終
了
。
見
習
か
ら

正
式
に
保
母
と
な
り
、
同
十
四
年
付
属
幼

稚
園
教
員
と
な
る
。 

父
死
亡
の
た
め
、
明
治
十
七
年
十
二
月

帰
郷
。
は
じ
め
横
川
町
の
自
宅
に
女
子
教

習
所
を
設
置
。
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八

八
）
成
内
頴
一
郎
夫
婦
の
尽
力
に
よ
り
、

横
川
町
に
教
授
所
を
移
す
。
明
治
二
十
四

年
（
一
八
九
一
）
本
立
寺
住
職
及
川
真
能

の
好
意
に
よ
り
上
野
町
四
番
地
（
現
天
神

町
）
に
二
階
建
て
校
舎
を
建
設
し
、
翌
明

治
二
十
五
年
十
一
月
当
時
多
摩
地
域
の
所

属
し
た
神
奈
川
県
の
認
可
を
う
け
、
私
立

八
王
子
女
学
校
・
八
王
子
幼
稚
園
を
開
校
。

し
ば
し
ば
経
営
難
に
陥
る
が
、
私
財
を
投

じ
て
維
持
。
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）

三
月
府
立
第
四
高
等
女
学
校
開
設
に
際
し
、

駅  

東京府立第四高等女学校 
昭和 3 年 創立二十周年記念 
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す
べ
て
を
東
京
府
に
寄
付
し
、
在
校
生
を

同
校
に
移
籍
し
て
十
五
年
の
幕
を
閉
じ
た
。 

そ
の
後
、
建
物
は
明
治
四
十
一
年
（
一

九
〇
八
）
、
青
山
師
範
学
校
第
一
種
教
習
所

に
使
用
、
明
治
四
十
二
年
同
閉
所
。
同
年

八
王
子
町
立
図
書
館
と
な
り
、
大
正
六
年

（
一
九
一
七
）
九
月
一
日
市
政
施
行
に
よ

り
市
立
図
書
館
、
大
正
十
一
年
天
神
町
二

十
五
番
地
に
移
転
す
る
ま
で
長
く
そ
の
役

割
を
果
た
し
た
。（
「
明
治
時
代
の
八
王
子
」

八
王
子
市
郷
土
資
料
館
） 

な
お
、
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
府
立

第
四
高
等
女
学
校
内
に
胸
像
が
建
て
ら
れ
、

そ
の
後
、
昭
和
二
十
年
に
現
在
の
胸
像
が

再
建
さ
れ
た
。 

        

⑦
市
守
・
大
鳥
神
社 

 

横
山
町 

祭
神 

倉
稲
魂
命 

（
う
が
の
み
た
ま
の
み
こ
と
） 

天
日
鷲
命 

（
あ
め
の
ひ
わ
し
の
み
こ
と
） 

例
祭 

二
月
初
午
、
十
一
月
の
酉
の
日 

天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
八
王
子
落

城
後
、
八
王
子
の
町
は
現
在
地
に
移
さ
れ

た
。
横
山
宿
で
は
毎
月
四
の
付
く
日
に
、

八
日
町
で
は
毎
月
八
の
付
く
日
に
市
が
開

か
れ
賑
わ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
市
の
取

引
の
平
穏
無
事
を
守
り
、
人
々
の
幸
せ
を

与
え
る
守
護
神
と
し
て
「
倉
稲
魂
命
」
を

祀
り
創
建
さ
れ
、
横
山
市
守
稲
荷
と
呼
ば

れ
た
。
現
在
で
も
毎
年
二
月
の
初
午
の
日

に
「
市
守
祭
」
と
呼
ば
れ
る
例
祭
が
行
わ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
八
王
子
の
開
祖
と
い

わ
れ
る
長
田
作
左
衛
門
が
創
祀
し
た
と
も

伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

そ
の
後
、
江
戸
時
代
中
期
に
な
っ
て
「
天

日
鷲
命
」
が
配
祀
。
十
一
月
の
酉
の
日
に

商
売
繁
盛
を
祈
願
す
る
「
大
鷲
祭
」
が
行

わ
れ
、
現
在
で
も
「
お
酉
さ
ま
」
や
「
酉

の
市
」
と
称
さ
れ
賑
わ
っ
て
い
る 

                      

横川楳子 

お酉さま時の鳥居 市守神社 大鳥神社の鳥居 
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⑧
新
町
の

十
王
堂
（
閻
魔
堂
） 

新
町 

旧
元
横
山
町
大
義
寺
持
。
本
尊
閻
魔
大

王
。
創
建
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
江
戸

期
、
八
王
子
宿
入
口
に
当
た
る
総
門
の
所
、

永
福
稲
荷
神
社
西
側
に
建
立
さ
れ
た
も
の

で
、
旧
市
内
で
十
王
堂
と
い
え
ば
、
こ
の

十
王
堂
を
い
っ
て
い
る
。
昭
和
二
十
年
（
一

九
四
五
）
八
月
、
太
平
洋
戦
争
で
焼
失
。

平
成
七
年
（
一
九
九
五
）
新
町
会
館
内
に

閻
魔
大
王
像
が
再
建
さ
れ
た
。 
            

●
閻
魔
大
王
に
つ
い
て 

閻
魔
堂 

 

新
町
は
、
戦
国
期
に
は
十
王
堂
宿
と
呼

ば
れ
、
江
戸
期
に
は
八
王
子
横
山
十
五
宿

の
一
つ
と
な
っ
た
。
閻
魔
堂
は
、
旧
甲
州

街
道
八
王
子
宿
入
口
に
あ
た
る
総
門
の
所
。

一
里
塚
、
永
福
稲
荷
神
社
西
側
の
辻
に
建

立
さ
れ
閻
魔
堂
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
閻
魔
大
王
は
十
王
の
代
表
な
の
で
、

十
王
堂
の
こ
と
を
閻
魔
堂
と
い
っ
た
。 

 

伝
来 閻

魔
大
王
は
、
イ
ン
ド
の
古
い
時
代
の

宗
教
（
約
三
千
年
前
）
バ
ラ
モ
ン
の
神
の

一
つ
で
死
の
世
界
を
支
配
し
地
獄
の
罪
悪

を
裁
く
神
と
な
っ
た
。
ガ
ン
ダ
ー
ラ
地
方

か
ら
、
各
地
に
広
ま
り
、
中
国
の
漢
（
約

二
千
年
前
）
へ
、
日
本
は
鎌
倉
期
（
約
八

百
年
前
）
に
伝
わ
り
、
民
衆
の
間
に
信
仰

が
広
ま
っ
て
い
っ
た
。 

 
閻魔大王像 

お酉さまで賑わう境内 熊手（市守大鳥神社酉の市） 
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服
装
と
役
割 

閻
魔
大
王
は
中
国
宗
代
（
約
千
年
前
）

の
裁
判
官
の
服
装
で
王
冠
を
つ
け
、
右
手

に
は
笏
を
持
ち
、
怒
り
の
顔
つ
き
で
、
何

で
も
記
録
し
て
あ
る
閻
魔
帳
や
、
全
て
を

映
し
出
す
浄
玻
璃
（
じ
ょ
う
は
り
）
の
鏡

を
持
っ
て
い
る
。
閻
魔
大
王
は
地
蔵
菩
薩

の
化
身
と
い
わ
れ
て
、
生
前
の
善
業
・
悪

業
を
吟
味
し
罪
の
軽
重
を
決
定
す
る
仏
様

で
あ
る
と
さ
れ
る
。
閻
魔
大
王
を
含
む
十

人
の
王
の
こ
と
を
い
い
、
死
後
の
裁
き
を

担
当
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
仏
・
菩
薩
の

化
身
と
さ
れ
て
い
る
。
各
王
が
裁
き
を
行

う
日
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 
 

 
 

 
 

十
王 

 
 

本
地
仏 

 

初
七
日 

 

秦
広
王 

 

不
動
明
王 

 

十
四
日 

 

初
江
王 
 

釈
迦
如
来 

 

二
十
一
日 

宗
帝
王 

 

文
殊
菩
薩 

 

二
十
八
日 

伍
官
王 

 

普
賢
菩
薩 

 

三
十
五
日 

閻
魔
大
王 

地
蔵
菩
薩 

四
十
二
日 

変
生
王 

 

弥
勒
菩
薩 

四
十
九
日 

太
山
王 

 

薬
師
如
来 

百
日 

 
 

平
等
王 

 

観
音
菩
薩 

一
周
忌 

 

都
市
王 

 

勢
至
菩
薩 

三
回
忌 

五
道
転
輪
王 

阿
弥
陀
如
来 

計
十
回
の
裁
き
が
あ
る
。
裁
き
を
す
る

十
王
に
対
し
て
、
祈
り
を
捧
げ
る
代
わ
り

に
、
そ
の
本
地
仏
を
ま
つ
る
の
が
法
要
で

あ
り
、
死
者
が
安
心
し
て
成
仏
し
、
生
前

の
罪
な
ど
を
軽
減
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に

供
養
す
る
わ
け
で
あ
る
。 

                

⑨
永
福
稲
荷
神
社 

祭
神 

倉
稲
魂
命 

例
祭 

九
月
二
日 

社
伝
に
よ
る
と
宝
暦
六
年
（
一
七
五
六
）

竹
の
鼻
に
力
士
八
光
山
権
五
郎
が
勧
進
し

た
と
い
う
。
甲
州
街
道
八
王
子
宿
の
入
り

口
（
竹
の
鼻
）
に
位
置
し
、
江
戸
か
ら
の

往
来
客
に
よ
る
信
仰
が
厚
か
っ
た
こ
と
を

寄
進
さ
れ
た
鳥
居
、
天
水
桶
が
今
に
伝
え

て
い
る
。
境
内
に
「
横
山
四
日
市
場
」
の

銘
の
あ
る
、
元
禄
十
六
年
（
一
七
〇
三
）

建
立
の
庚
申
塔
が
あ
る
。
現
在
の
社
殿
は

昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）
再
建
。
例

祭
は
厄
除
け
し
ょ
う
が
祭
り
と
し
て
有
名
。 

         
江戸時代から新町に伝わる地獄極楽絵図 

鳥 居 
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●
力
士
八
光
山
権
五
郎 

 

八
光
山
権
五
郎
は
、
江
戸
時
代
中
期
の

寛
延
、
宝
暦
（
一
七
四
九
～
六
三
）
に
活

躍
し
た
、
八
王
子
出
身
の
力
士
。
身
長
百

九
十
一
㎝
、
体
重
不
詳
。
嶋
屋
と
い
う
絹

問
屋
の
後
継
で
、
商
売
を
し
な
が
ら
相
撲

を
と
っ
て
い
た
と
い
う
。
当
時
は
、
勧
進

相
撲
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
。
大
阪
や

京
都
で
開
か
れ
る
相
撲
に
は
、
自
前
で
出

か
け
た
と
い
う
。
日
本
を
東
西
に
分
け
た

相
撲
番
付
に
は
、
彼
の
出
身
は
江
戸
と
載

っ
て
い
た
。
そ
の
後
、
四
国
、
九
州
と
遊

歴
し
た
八
光
山
は
、
時
の
天
皇
か
ら
御
盃

と
絹
の
ま
わ
し
を
賜
っ
て
い
る
。 

 

帰
郷
後
、
永
福
稲
荷
神
社
境
内
で
相
撲

興
行
を
し
た
と
い
う
。
六
十
二
歳
で
没
。 

そ
の
後
、
近
郷
の
力
士
達
に
よ
っ
て
相
撲

が
奉
納
さ
れ
て
い
る
。 
           

●
し
ょ
う
が
祭
り 

 

毎
年
九
月
二
日
に
行
わ
れ
る
例
祭
。
生

姜
を
奉
納
し
、
厄
よ
け
を
祈
願
し
た
こ
と

か
ら
こ
の
名
が
つ
い
た
と
い
わ
れ
る
。
現

在
は
、
露
店
で
生
姜
が
売
ら
れ
て
い
る
。 

 

例
祭
に
は
、
勧
請
し
た
八
光
山
権
五
郎

に
ち
な
ん
で
相
撲
大
会
が
お
こ
な
わ
れ
て

い
た
が
、
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
の

八
王
子
大
空
襲
以
降
中
止
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
日
に
限
り
、
行
司
う
ち
わ
も
売
ら
れ

て
い
る
。 

            

横山四日市場の
銘のある庚申塔 

力士 八光山権五郎 

生姜祭り 

社 殿 
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●
松
原
庵
星
布

□

都 
享
保
十
七
年
（
一
七
三
二
）
～
文
化
十

一
年
（
一
八
一
四
）
。
十
二
月
二
十
八
日
没
。 

江
戸
時
代
中
期
屈
指
の
女
性
俳
人
。
八
王

子
の
横
山
本
宿
（
現
、
本
町
）
榎
本
家
に

一
人
っ
子
と
し
て
生
ま
れ
、
津
戸
家
か
ら

婿
を
と
る
。
延
享
四
年
（
一
七
四
七
）
母

が
亡
く
な
る
と
、
継
母
仙
朝
を
迎
え
、
俳

句
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
芝
紅
と
号
し
た
。 

 

第
一
世
松
原
庵
白
井
鳥
酔
に
入
門
。
糸

明
窓
の
号
を
受
け
る
。
師
没
後
、
同
門
の

春
秋
庵
白
雄
か
ら
指
導
を
受
け
、
天
明
八

年
（
一
七
八
八
）
松
尾
芭
蕉
の
系
譜
を
継

ぐ
伊
勢
派
三
庵
の
一
つ
、
松
原
庵
を
継
ぐ
。 

寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
八
月
四
日
白
井

鳥
酔
の
忌
日
に
剃
髪
し
尼
と
な
る
。
寛
政

五
年
（
一
七
九
三
）
、
「
星
布
尼
句
集
」
を

出
し
、
天
下
に
名
を
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
と
く
に
多
摩
地
方
に
大
き
な
影
響

を
与
え
た
。 

「
卯
の
花
や
門
を
過
行
鏡
と
ぎ
」 

没
後
大
義
寺
に
葬
ら
れ
、
墓
は
の
ち
に
都

旧
跡
に
指
定
さ
れ
た
。 

              
●
芭
蕉
の
句
碑 

「
蝶
の
飛
ぶ
ば
か
り
野
中
の
日
影
か
な 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

貞
享
二
年
」 

寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
榎
本
星
布
に

よ
り
建
立
さ
れ
た
。 

明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
大
火
で
句
碑

剥
落
、
昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
九

月
再
健
さ
れ
て
い
る
。 

 

                       

芭蕉句碑 句碑の剥落した一部が石垣にはめられてある 

星布の自画像（大野誠二蔵） 
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⑩
竹
の
鼻
一
里
塚 

永
福
神
社
隣
り
竹
の
花
児
童
公
園
内
に

あ
る
。
慶
長
九
年
（
一
六
〇
四
）
江
戸
幕

府
は
江
戸
日
本
橋
を
起
点
に
五
街
道
を
整

備
。
一
里
（
約
四
㎞
）
毎
に
標
識
と
し
て

道
路
の
両
側
に
五
間
四
方
の
塚
を
築
き
、

そ
の
上
に
榎
を
植
え
さ
せ
た
。 

 

甲
州
街
道
の
八
王
子
宿
の
入
口
に
あ
た

る
竹
の
鼻
に
は
、
十
二
番
目
の
一
里
塚
と

し
て
設
け
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
俳
人
松
原

庵
星
布
に
よ
っ
て
芭
蕉
の
句
碑
が
建
て
ら

れ
、
日
陰
塚
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
い
う
。
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
四

月
の
八
王
子
大
火
で
榎
と
句
碑
が
消
失
。

昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
九
世
松
原

庵
に
よ
り
句
碑
が
再
建
さ
れ
て
い
る
。 

市
内
の
甲
州
街
道
一
里
塚
は
武
藏
名
所

図
絵
に
よ
る
と
、
こ
の
新
町
竹
の
鼻
と
千

人
町
地
蔵
堂
の
西
、
駒
木
野
荒
井
、
小
仏

保
蔦
の
四
か
所
に
あ
っ
た
。 

  

                

●
竹
の
鼻 

 

新
町
の
旧
字
名
、
「
新
編
武
蔵
風
土
記

稿
」
に
「
淺
川
を
こ
へ
て
町
に
入
る
所
と

な
り
、
こ
こ
に
大
樹
七
・
八
株
あ
り
、
昔

は
広
き
森
に
し
て
・
・
・
船
森
と
よ
べ
り
」

と
あ
る
。
戦
国
期
に
は
十
王
堂
宿
と
も
呼

ば
れ
て
い
た
。 

【
新
町
】 

江
戸
期
か
ら
昭
和
四
十
五
年
（
一
九
七

〇
）
ま
で
の
宿
の
名
。
江
戸
期
に
は
八
王

子
横
山
十
五
宿
の
一
つ
で
、
八
王
子
宿
入

口
に
あ
た
り
、
十
王
堂
が
あ
っ
た
こ
と
か

ら
十
王
堂
宿
と
も
呼
ば
れ
た
。
鎮
守
は
小

名
竹
の
鼻
の
永
福
稲
荷
社
、
十
五
宿
の
東

端
に
あ
た
り
、
宿
の
惣
門
の
外
に
あ
っ
た
。 

明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
町
村
分
合

に
よ
る
八
王
子
成
立
に
よ
り
八
王
子
新
町

と
な
り
、
明
治
二
十
二
年
八
王
子
町
制
の

施
行
に
よ
り
冠
称
を
廃
し
て
再
び
新
町
と

な
る
。
大
正
元
年
（
一
九
一
二
）
十
月
一

日
の
町
名
改
正
・
大
正
六
年
の
八
王
子
市

制
施
行
時
も
ひ
き
つ
づ
き
町
名
は
変
わ
ら

ず
、
昭
和
四
十
五
年
（
一
九
七
〇
）
住
居

表
示
実
施
の
さ
い
町
域
の
変
更
を
行
い
、

現
行
の
新
町
の
ほ
か
、
元
横
山
町
・
明
神

町
の
一
部
と
な
る
。 

江
戸
期
以
来
の
町
域
の
一
部
に
現
在
の

新
町
が
誕
生
し
た
。
旧
甲
州
街
道
が
通
っ

て
い
る
。 

 
史蹟 一里塚跡 
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⑪
大
和
田
橋 

 

八
王
子
市
の
浅
川
に
架
か
る
橋
。
明
神

町
と
大
和
田
橋
を
結
び
甲
州
街
道
が
通
る
。

江
戸
時
代
に
は
、
夏
は
飛
び
石
伝
い
に
渡

渉
し
、
冬
は
板
橋
を
架
設
し
て
渡
っ
て
い

た
。
明
治
三
十
八
年
（
一
九
○
五
）
木
造

橋
が
架
設
さ
れ
、
関
東
大
震
災
後
、
復
興

計
画
の
一
環
と
し
て
昭
和
二
年
（
一
九
二

七
）
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
に
改
架
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
昭
和
十
六
年
、
昭
和
三
十
五
年

に
改
修
さ
れ
て
い
る
。 

            

●
八
王
子
空
襲
の
跡 

太
平
洋
戦
争
の
末
期
、
米
軍
は
日
本
本

土
へ
の
空
襲
を
行
い
、
日
本
の
多
く
の
都

市
は
焦
土
と
な
っ
た
。 

八
王
子
も
度
々
空
襲
を
受
け
た
が
、
昭

和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
八
月
二
日
未
明

の
空
襲
は
、
Ｂ
２
９
に
よ
り
無
差
別
に
焼

夷
弾
が
投
下
さ
れ
、
死
没
者
四
百
名
以
上
、

負
傷
者
お
よ
そ
二
千
名
、
旧
市
街
地
の
八

〇
％
以
上
の
家
屋
が
焼
失
す
る
と
い
う
大

規
模
な
も
の
で
あ
っ
た
。 

こ
れ
は
、
八
王
子
が
、
米
軍
に
と
っ
て
、

攻
撃
を
受
け
て
い
な
い
都
市
で
適
切
な
情

報
が
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
鉄
道
交
通

の
要
所
で
周
辺
に
あ
る
軍
需
工
場
労
働
者

の
密
集
し
た
住
宅
地
で
あ
る
と
見
ら
れ
て

い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。 

ま
た
、
同
年
八
月
五
日
、
中
央
線
湯
ノ

花
（
猪
の
鼻
）
ト
ン
ネ
ル
付
近
で
列
車
が

受
け
た
空
襲
も
百
八
十
名
以
上
の
死
傷
者

を
出
す
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。 

こ
こ
大
和
田
橋
の
歩
道
や
欄
干
に
は
、

爆
撃
の
跡
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。 

                       

大和田橋 

大和田橋の欄干に保存されている爆撃の跡 
（左）爆撃の跡（右）茶色のタイルが投下された焼夷弾跡 
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⑫
八
王
子
ホ
テ
ル 

ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド 

 
 

 
 

 
 

 
大
和
田
町
六
❘
一
❘
六 

か
つ
て
、
英
国
の
ビ
ク
ト
リ
ア
女
王
が 

七
つ
の
海
を
支
配
し
て
い
た
頃
の
慶
応
三

年
（
一
八
六
七
）
英
国
ラ
ン
カ
シ
ャ
ー
地

方
、
バ
ロ
フ
ォ
ー
ド
の
町
に
「
ハ
イ
ヤ
ー

フ
ォ
ー
ド
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
」
が
誕
生
し

た
。
そ
れ
か
ら
一
世
紀
以
上
に
渡
り
人
々

に
愛
さ
れ
な
が
ら
続
い
て
い
た
。
し
か
し
、 

バ
ロ
フ
ォ
ー
ド
の
町
が
区
画
整
理
す
る
こ

と
に
な
り
、
教
会
は
姿
を
消
す
こ
と
に
な

っ
た
。
そ
こ
で
、
平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
、

八
王
子
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
が
購
入
。

実
に
九
千
マ
イ
ル
の
距
離
を
越
え
、
か
つ

莫
大
な
費
用
を
か
け
て
移
築
し
た
も
の
。

平
成
二
十
六
年
現
在
で
、
七
千
五
百
組
以

上
が
こ
の
チ
ャ
ペ
ル
で
結
婚
式
を
挙
げ
て

い
る
。 

   

                        

⑬
大
和
田
河
原
の
刑
場
跡 

処
刑
場
と
い
わ
れ
た
所
に
は
、
大
き
な

建
物
が
建
ち
、
振
り
返
る
人
は
少
な
い
。 

天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
六
月
二
十

三
日
八
王
子
城
の
落
城
に
よ
り
城
下
は
さ

び
れ
、
代
わ
っ
て
甲
州
街
道
沿
い
に
新
し

い
宿
場
が
で
き
た
。
八
王
子
宿
で
あ
る
。

人
口
が
増
え
れ
ば
犯
罪
も
増
え
る
。
今
も

昔
も
変
わ
ら
な
い
。 

大
和
田
橋
を
東
京
に
向
か
い
、
渡
り
終

え
た
堤
防
を
左
に
行
く
と
、
右
側
に
処
刑

さ
れ
た
人
達
を
供
養
す
る
た
め
の
慰
霊
碑

が
建
っ
て
い
た
。
旧
岳
南
製
紙
構
内
跡
（
現

カ
レ
ッ
ジ
タ
ウ
ン
）
で
犯
罪
者
を
処
刑
す

る
刑
場
で
あ
っ
た
。 

す
で
に
江
戸
時
代
以
前
か
ら
あ
っ
た
と

い
う
刑
場
に
は
、
晒
し
首
が
あ
っ
た
り
、

つ
な
が
れ
者
な
ど
が
い
て
、
不
気
味
な
所

だ
っ
た
と
い
う
。 

悪
名
高
か
っ
た
怪
盗
大
島
逸
平
次
は
、

高
幡
不
動
堂
で
捕
ら
え
ら
れ
、
こ
こ
で
処

刑
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
八
王
子
総
奉
行
大

久
保
長
安
収
賄
？
な
ど
の
罪
悪
が
発
覚
す

ステンドガラス 

八王子ニューグランドホテル外観 

英国で 140 年以上
の時を刻んだ伝統
のチャペル 
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る
と
そ
の
子
息
で
あ
る
雲
十
郎
も
処
刑
さ

れ
て
い
る
。 

大
和
田
刑
場
に
は
検
視
役
人
二
人
、
同

心
一
人
が
い
て
、
竹
矢
来
の
仕
置
場
に
は

エ
タ
非
人
と
い
わ
れ
る
人
達
が
、
警
固
に

任
っ
て
い
た
と
い
う
。 

と
こ
ろ
で
刑
場
跡
に
製
紙
工
場
が
で
き

て
か
ら
は
、
死
亡
事
故
な
ど
大
事
故
が
多

く
特
に
二
十
八
日
に
な
る
と
必
ず
と
い
っ

て
よ
い
ほ
ど
事
故
が
お
こ
り
、
そ
の
日
を

安
全
の
日
に
指
定
し
た
ほ
ど
。 

昭
和
二
十
九
年
に
構
内
に
慰
霊
碑
を
作

り
毎
年
二
月
二
十
八
日
と
春
の
彼
岸
に
は

供
養
を
し
た
と
こ
ろ
、
以
後
事
故
は
な
く

な
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
慰
霊
碑
は
何
時

の
頃
か
取
り
払
わ
れ
て
い
る
。 

        

           

⑭
水
道
管
橋 

 
甲
州
街
道
の
大
和
田
橋
と
秋
川
街
道
の

浅
川
大
橋
の
ほ
ぼ
中
間
に
暁
水
道
管
が
通

っ
て
い
る
。
長
さ
は
百
七
十
一
ｍ
。
橋
の

袂
の
プ
レ
ー
ト
に
は
、「
昭
和
四
十
六
年
六

月
完
成
八
王
子
水
道
局
」
と
刻
ま
れ
て
い

る
。
現
東
京
都
水
道
局
の
前
身
で
あ
る
。 

 

こ
の
水
道
管
は
、
多
摩
川
か
ら
引
い
た

水
を
小
作
や
東
村
山
浄
水
場
で
浄
化
さ
れ

送
ら
れ
て
き
た
も
の
。
八
王
子
市
、
町
田

市
、
日
野
市
な
ど
に
も
送
ら
れ
て
、
市
民

の
飲
料
水
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。 

             

⑮
元
横
山
公
園 

 

浅
川
大
橋
北
側
堤
防
の
外
側
に
元
横
山

公
園
は
あ
る
。
広
さ
は
、
約
五
千
㎡
。
昭

和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
十
月
開
園
。
こ

の
場
所
は
、
江
戸
期
か
ら
暁
緑
地
の
内
で
、

こ
の
地
域
一
帯
は
元
横
山
町
の
共
有
地
に

属
し
て
い
た
。
昭
和
に
入
り
、
八
王
子
市

に
よ
る
土
地
区
画
整
理
計
画
が
始
ま
り
、

市
に
移
管
し
た
も
の
。
現
在
は
、
大
和
田

七
丁
目
に
属
し
て
い
る
。 

水道管橋 

以前この場所にあった慰霊碑 

現在の慰霊碑跡 
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